
高校生の日本語指導・教科支援
ー高等学校・支援団体からの報告ー

大阪府立大阪わかば高等学校

森山玲子・甲田菜津美

東京学芸大学 文部科学省委託「高等学校における日本語指導体制整備事業」2022
情報交流会2 10月9日 大阪府立大阪わかば高等学校



本日の内容

（１）枠校になって変わったこと

（２）多文化多言語環境で育つ生徒のサポート体制
について

（３）わかば日本語モデル

（４）実際の授業について



（１）枠校になって変わったこと

大阪府立高校の「枠校」入試について

人 数：大阪府教育庁が指定する人数（2021年度定員の6％）

対 象 者：中国から帰国した者または外国籍を有する者で、

原則として、

小学校第４学年以上の学年に編入した者

検 査：「数学」「英語」の学力検査 と 「作文」

※作文は日本語以外の使用が認められる



大阪府立高校の「枠校」実施校

「日本語指導が必要な帰国生徒・外国人生徒入学者選抜」

２００１年～長吉高校〔総合学科（ｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄｽｸｰﾙ）〕 （大阪市南）

門真なみはや高校〔総合学科〕 （門真市）

２００２年～八尾北高校〔総合学科〕 （八尾市）

２００３年～成美高校〔総合学科〕 （堺市）

２００５年～布施北高校〔総合学科（ｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄｽｸｰﾙ）〕（東大阪市）

２０１６年～福井高校〔総合学科〕 （茨木市）

２０１７年～東淀川高校〔普通科〕 （大阪市北）

２０２２年～大阪わかば高校〔多部制単位制Ⅰ・Ⅱ部〕（大阪市東）



ひとりひとりが大切にされる安全で安心な学校
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成年年齢の引下げ｜政府広報オンライン (gov-online.go.jp) 001300586.pdf (moj.go.jp) 



20２０年度入学 2021年度入学 2022年度入学 計

中国（香港含む） ０ ３ 1６ １９

ネパール ０ １ １１ １２

フィリピン １ ０ ６ ７

ベトナム ０ １ ３ ４

ペルー ０ ０ ２ ２

ウクライナ ０ ０ ２ ２

インド ０ １ ０ １

タイ ０ ０ １ １

スリランカ ０ ０ １ １

ブラジル ０ ０ １ １

韓国・朝鮮 ２ ２ ２ ６

合計 ３／８９ ８／８９ ４５／122 ５６／300

全校生徒数と多文化背景を持つ生徒数 ※2022/10/１現在



日本語指導が必要な生徒数 ※＋数は秋入学生数

２０２０年度入学 2021年度入学 2022年度入学 計

中国（香港含む） ０ 2＋1 ９+５ １７

ネパール ０ 0＋１ ４+７ １２

フィリピン １ ０ ２+２ ５

ベトナム ０ １ １+１ ３

日本/インド ０ 0＋１ ０ １

日本/ウクライナ ０ ０ １+１ ２

日本/ペルー ０ ０ １ １

日本/タイ ０ ０ １ １

合計 １/８９ ６/８９ ３５/１２２ ４２/３００



なぜ急増したか。どんな生徒が入ってきたか。

セーフティーネットとしての役割
・二次募集、転入学（他の枠校からの転入含む）

・編入学（海外からダイレクト生徒含む）

・秋入学（コロナで待機、海外で６月に中学を卒業して入国等）

・枠には、あてはまらないが、日本語支援、学習支援が必要な生徒

・保護者への通訳派遣や在留資格の問題等支援の必要な生徒

日本に来たばかりの生徒
・日本の義務教育学校の経験なし（25名※渡日半年以内での入学20名）

・不安定な滞在資格（家族滞在：23名）←日本語指導が必要な生徒の55％

→日本語の学習経験がない生徒が急増



（２）多文化多言語環境で育つ生徒の
サポート体制について



わかば高校のサポートについて

• 校内体制

進路部：「多文化担当」を中心に

教科「自己実現のための日本語」

構成： 多文化主担

日本語主担（週３）

ネイティブ中国語教員

1年担任教員

日本語担当常勤講師

• 外部専門家

多言語多文化アドバイザー：２名



校内サポート その０
合格者説明会でのヒアリング

健康保険証の有無



校内サポート その１

・教務担当との連携：

カリキュラム編成、シラバス作成、時間割・教員配置作成

授業サポートの提案・検討、各生徒の時間割作成

Nやさしい日本語担当者会議の開催 など

・広報担当との連携：

パンフレット作成、中学校訪問、学校説明会

各地域への進路ガイダンス等への参加 など

・生徒指導担当との連携：

生徒指導、懲戒等申し渡しへの通訳派遣

停学期間中の指導、保護者連絡等担任サポート など



・保健担当・就学支援担当との連携：

健康診断、病気けが等家庭連絡支援

要保護要支援生徒・保護者への支援

ケース会議への出席、保護者懇談への通訳派遣、

長期欠席生徒への家庭訪問など

・進路担当との連携：

奨学金申請サポート、進路懇談の通訳派遣、進路開拓、

オープンキャンパス等への引率

SST、総合的な探究の時間を母語の時間に先行学習 など

校内サポート その２



・事務との連携：

就学支援金申請、諸費納入サポート

奨学のための給付金の申請サポートなど

※多文化担当で

毎朝８時５０分～８時５５分 SHRの実施

校内サポート その３



母語母文化の育成

•週2時間の授業（学校設定科目：特別非常勤ネイティブ講師担当）

（中国語・ネパール語・フィリピン語・ベトナム語・

タイ語・スペイン語・ロシア語）

•WING（部活動）の活動
（母語でのスピーチ大会等への参加）

•地域との連携による母語を活用したボランティア
活動
（多言語での絵本読み聞かせ等）



学校設定科目「母語継承語」

校内Waiwaiトーク

写真



Wakaba Intercultural & Global Club 
WING

• 週２回の日本語勉強会
• 文化祭での企画
• 高校生交流会
• 中学校でのゲストティーチャー
• 母語スピーチ大会
• 外部行事への（初）参加（10月8日：難波宮跡



多言語絵本読み聞かせ



部活動等への参加

◆WING（Wakaba Intercultural &Global Club） 約40名

・月、金放課後の日本語学習

・文化祭(パフォーマンス、展示部門)への参加

◆その他の部活動参加

◆外部との連携

・生野区、NPO法人「多文化ふらっと」

・いくのパーク

「いくの多文化クロッシングフェス」

「いろんなことば&いろんなえほんdeいくのっこパーク」



子どもの可能性を奪わない教育をめざして

⇒「目の前にいる子どもを、

ただ、日本語ができない子どもと見なしますか？

それとも

二つ（以上）のことばと文化をもつ可能性のある子ども

とみなしますか？」

（大阪大学：櫻井千穂先生）



（３）わかば日本語モデル



日本語カリキュラム編成の基本方針

• 高校卒業にふさわしい学力をつけ、卒業後日本で就職または進学し自立する
ための基礎となる日本語力、つまり「自己実現のための日本語」を養うこと
を、本校における日本語指導の目的とした。本校独自のシステム（多部制単
位制、前期後期制、秋季入試等）を活用し、生徒の多様性を尊重し活かし伸
ばすことのできるカリキュラムをめざした。そのための日本語力を養うには、
第二言語である日本語の学習だけでなく、第一言語による理解力、思考力の
深化が不可欠である。母語力の伸長が教科学習言語能力の伸長のみならず、
アイデンティティ形成、バイリンガルの育成にもつながると考え母語・継承
語の授業を開講した。

→日本社会での経済的自立ができるように

→セーフティーネットとしての役割



自
己
実
現

聞く・話す

・日本語コミュニ
ケーション

・日本文化事情

・日本語コミュニ
ケーション演習

読む・書く

・日本語リテラシー

・日本語実践

・時事日本語

・日本語キャリア演習

地域連携

インターンシップ

母 語 継 承 語

生徒 の 強 み ＋α

学校設定教科「自己実現のための日本語」



大阪わかば高校の授業の特徴

•前期後期制

•月木・火金が同じ授業

•50分×2時間＝100分授業

→きめ細かな指導が可能



わかば日本語モデル
=多文化アイデンティティー・カリキュラム（櫻井2022）

目的 日本の学校教育現場でマイノリティの立場におかれる文化的言語
的に多様な子どもが、自身のアイデンティティを肯定的に捉えな
がら、リテラシー（読み書き）まで伸ばしていくことを目指す。

方向性 対象の子どもに（学校に合わせた）変容を求めるのではなく、学校環境・授
業を、子どもに合わせて変えていく。

理論
基盤

トランスランゲージング・クラスルーム（ガルシアほか, 2017）
バイリンガルZPD活動（モル, 2014）
変革的マルチリテラシーズ教育学（カミンズ, 2011）
マルチリンガル環境におけるリテラシー獲得の教育的枠組み（カミンズ, 2009）

取り組
みの柱

１．子どもの持っている力を複数言語「で」、多角的・包括的に捉える
２．子どもが参加できる在籍学級（教科指導）の授業づくり
３．取り出しでの内容・プロジェクト・タスク重視の日本語（母語）授業
４．複数言語での段階的読書プログラム



バイ/マルチ
リンガル
教育理論

段階的読書
プログラム

教科
指導

内容中心型の
言語（日本
語）教育

体育・芸術以外の必
履修科目でやさしい
日本語のクラス開講

生徒自ら「多文
化背景を持つ」
高校生に必要な
授業内容を考え
る、市民性教育
をふまえた

プロジェクト型
授業

リテラシーを伸ばす

わかば日本語モデル
=多文化アイデンティティー・カリキュラム（櫻井2022）

複数言語「で」多角的・包括的に評価
→トランスランゲージング・レンズで

子どもの力を捉える 「日本語ができない」子どもで
はなく、「複数のことばと文化
を持つ可能性のある子ども」



日本語関係科目
教科 文科省設定科目 （学）自己実現のための日本語 （学）地域連携

1年次 日本の学校・授業に慣れる

科目名
現代の国語、
言語文化

日本語リテラシー
日本語

コミュニケーション
母語継承語

単位数 ４ 2 2 ２

内容
市民性教育をふまえ
たプロジェクト型授
業

段階的読書プログラム
スピーチ、多言語絵本の
読み聞かせ

2,3年次 学校生活の主人公になる

科目名 論理国語 時事日本語 日本語実践 日本文化事情 母語継承語 インターンシップ

単位数 ４ 2 ２ 2 ２ ２

内容
市民性教育をふまえ
たプロジェクト型授
業

ニュースや時事
問題を考える

様々な分野のレアリアに
触れ、考える

文化に関すること、アニ
メ・映画・ドラマ等含む

（言語資源等）強みを
生かした職業体験

最終年次 進路を実現する

科目名 日本語キャリア演習
日本語コミュニケー
ション演習

母語継承語

単位数 2 2 ２

内容 進路指導 進路指導



「時間割」（2022年度前期）

月 火 水 木 金

9：00
～10：45
（1・2時間目）

Ｎ数学Ⅰａ
Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃｓ

Ｎ情報Ⅰ
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

日本語コミュニ
ケーションａ
Ｊａｐａｎｅｓｅ

Ｎ数学Ⅰａ
Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃｓ

Ｎ情報Ⅰ
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

10：55
～12：40
（3・4時間目）

美術Ⅰ/
Ｎ物理基礎
Ｐｈｙｓｉｃｓ

日本語リテラシー
Ｊａｐａｎｅｓｅ

ＨＲ/総合的な探究
美術Ⅰ/
Ｎ物理基礎
Ｐｈｙｓｉｃｓ

日本語リテラシー
Ｊａｐａｎｅｓｅ

13:25
～１５：１０
（5・6時間目）

Ｎ現代の国語
Ｊａｐａｎｅｓｅ

母語・継承語Ａ
Ｍoｔｈｅｒ
ｌａｎｇｕａｇｅ

Ｎ保健①
Ｈｅａｌｔｈ

Ｎ現代の国語
Ｊａｐａｎｅｓｅ

Ｎ英語コミュニ
ケーションⅠb
Ｅｎｇｌｉｓｈ

ラ　ン　チ　タ　イ　ム

N・・・やさしい日本語で授業
黄色・・・日本語関係科目



月 火 水 木 金

9：00
～10：45
（1・2時間目）

Ｎ言語文化
Ｊａｐａｎｅｓｅ

Ｎ英語コミュニケー

ションⅠａ

Ｅｎｇｌｉｓｈ

日本語コミュニ
ケーションａ
Ｊａｐａｎｅｓｅ

Ｎ言語文化
Ｊａｐａｎｅｓｅ

Ｎ英語コミュニケー

ションⅠａ

Ｅｎｇｌｉｓｈ

10：55
～12：40
（3・4時間目）

体育ｂ
Ｐ.E.

Ｎ科学と
人間生活
Ｓｃｉｅｎｃｅ

ＨＲ/総合的な探究
体育ｂ
Ｐ.E.

Ｎ科学と
人間生活
Ｓｃｉｅｎｃｅ

13:25
～１５：１０
（5・6時間目）

Ｎ家庭基礎
Home

economics

母語・継承語B
Ｍoｔｈｅｒ
ｌａｎｇｕａｇｅ

English
Theater

Ｎ家庭基礎
Home

economics

Ｎ数学Ⅰｂ
Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃｓ

ラ　ン　チ　タ　イ　ム

「時間割」（2022年度後期）

N・・・やさしい日本語で授業
黄色・・・日本語関係科目



プレースメントのアセスメント

•日本語能力診断テスト

• 2言語作文

•一対一の対話による言語能力・特性把握

→複数言語「で」、多角的・包括的に、生徒の力を把握し、

クラス分けにつなげる

（家庭状況等についてのヒアリングは合格者説明会で実施）



春に実施した二言語作文アセスメントの結果

母語
日本語

1 2 3 4 5 6

６

５

４

３

２

１
滞日２～３
年未満

直
接
編
入
〜

滞
日
２
年
未
満

日本生まれ～滞日５年程度



（４）実際の授業について
➢ 日本語コミュニケーション

➢ 日本語リテラシー

➢ 現代の国語



学校設定科目「日本語コミュニケーション」

スピーチ発表

習熟度別に2クラスに分ける

基礎クラス
テーマ「わたしの町」「わたしのスペシャルメニュー」

標準クラス
テーマ「日本のイメージ」「習慣の違い」



学校設定科目「日本語コミュニケーション」

トランスランゲージングを戦略的に導入

テーマ「これまでの人生で自分を変えたできごと」



学校設定科目「日本語リテラシー」
読み書きの世界への誘い、動機づけ

「何のために本を読むの？」

「10年後、90日後の自分はどうなっていたい？」

「夢や目標を叶えるためには何が必要？」



学校設定科目「日本語リテラシー」

アルバムの作成
自分の夢や目標を1ページ目に。

自分だけの作品として、大切に育てていく。



学校設定科目「日本語リテラシー」

あらすじ書き

読んだ本のあらすじを書いて、

Googleドキュメントで提出。

推敲した上で、アルバムに貼っていく。



必履修科目「N現代の国語」「N言語文化」

市民性教育をふまえたプロジェクト型授業

-生徒自ら単元カリキュラムを考える

「高校生で勉強しておくべき内容は？」

→高校生として、実際にどのような単元が必要か教科書分析を行い自ら選択

→自分達のためだけでなく、将来の多文化多言語環境で育つ高校生たちのため
に作る、という使命



生徒から
「なぜ、これを学ぶべきか

プレゼンテーションがしたい！」
という声が出たため、急遽スライドを使って

プレゼンテーションすることに…



必履修科目「N現代の国語」
市民性教育をふまえたプロジェクト型授業

• 環境問題（SDGsポスター作成、1分間プレゼン）

• 情報リテラシー（全校生徒アンケート、ポスター発表）

• 生きやすい日本をめざそう（生野区長への嘆願書）



生徒の変容①

•入学当初の作文では1日本語でも母語でも

一文字も書けなかった生徒

→情動体験

＝生徒の書きたいことをとことん掘り下げた

→書くストラテジー

＝生徒の頭の中に浮かんだイメージや言葉を

文字、文章にして表現していくというプロセスのサポート

→教員の見守り

＝褒め続ける



生徒の変容②

•半期が終わって、後期のはじめに。

「もっと自分たちの日本語を伸ばしてほしい」

→提言書を書いて持ってきた

→勉強に対する意欲が上昇

→市民性教育をふまえたプロジェクト型授業で自分達に必要な力は
何か、実際に考えていく予定

生徒の学びたい気持ち、伝えたい気持ちをくみとり、
新たな学び・成長につなげていく


